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論文の概要及び判定理由 

 汎用電子部品は、競争優位構築の自由度の小さい市場を構成する。これは汎用電子部品

の次の 2 つの特性による。１つは、客先・品番ごとの価格が不可逆的に下落し、製品カテ

ゴリーで集計した平均価格も趨勢的に下落するため、価格での差別化が困難であることで

ある。２つ目は、汎用電子部品は標準化されているため製品の同質性が高く、競合他社に

対して製品特長での競争優位構築が難しいことである。本論文では、このような汎用電子

部品について、その価格、製品品揃え等の戦略・政策の創出のため、二つの数理モデルと

その応用を与えている。 

 一つは Price percolation modelの提案である。汎用電子部品の需要が各価格帯に分配さ

れるメカニズムと、パーコレーション現象におけるクラスター発生メカニズムの類似性に

着目し、汎用電子部品の価格形成過程を数理モデル化している。総潜在需要額と潜在需要

の顕在化確率を指定することより、価格帯ごとの販売数量を与えるものとなる。提案モデ

ルのシミュレーションにより、景気循環や市場拡大等のビジネス環境の変化に伴う価格分

布の挙動を再現し、実データと比較検証するとともに、品揃え戦略創出や価格変動メカニ

ズムの新しい視点を提供している。 

 もう一つは価格-販売量推移曲線モデルの提案である。従来、販売量予測のために用いら

れてきた Bass モデルなどは、販売量の推移を時間で説明するモデルであったが、趨勢的

に下落する価格を変数としたモデル化を行ない、その実データへの適合性を示した。さら

に、価格-販売金額推移曲線が価格-販売数量推移曲線に先行してピーク・アウトするとい

う性質を示している。この性質を利用して、価格戦略や商品戦略の実行タイミングを見出

す方法等を提案している。 

 以上のように、本論文は汎用電子部品の価格決定過程に対し数理モデルを提案し、各種

の戦略・政策を、販売実績データと数理モデルから創出することに貢献する理工学的価値

の高い研究成果であり、また同氏は最終試験においても充分な学識を示したので、博士（理

工学）の学位に値するものと判定した。 
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